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＜外来情報＞　　　　　　　　　　　　　　　
· 平　康子様　～主治医に腕の痛みを訴えて湿布薬を処方されている。「以前から痛くて前も湿布

をもらった」と話しているが、デイケアでは腕の痛みについて今日からであると話している。

＜利用者様情報＞

· 長瀬　紘一郎様～本日、昼食後のたくあんを喉にむせ込みあり、周囲のスタッフにむせ込んだ事を　

知らせずに通所まで戻り、服薬管理をしていたスタッフに促されて吐き出している。今週に入ってからむせ込む回数が増加している。

　　　　　　　　　⇒むせ込みに関してのスタッフの対応　

①時間をかけて食事を行うように促す。

②むせ込んでしまった場合には、レストランの流しで取るように説明を行う。

· 神山　和典様～昨日、ナイトケアで担当スタッフから長瀬様宅に夜間（22：00）まで訪問してい

た件について話し合いを行っている。本人は「わかりました。気をつけます。」と答えているが、ヘラヘラとした態度で聞いていたとの事。

· 阿部　文香様～本日、下平PSWとご家族（母親）と通所に見学の為、来所している。ご家族（母）　　　　　　　　　　　　　

に対して利用についての説明を行っている。（他メンバーとの接触についてのトラブル、施設外に本人が出て行った場合の事故などの責任を取れないことについて）また主治医から統合失調症の予後が悪く疎通が不良になることなどについて説明を受けているが、ご家族（母）は「うちの文香は大丈夫。」などと話し、説明について理解されていない様子が見られている。

　　　　　　　　　・今後の流れ

10/10（火）に体験利用を予定しており、そのときに利用規約を持参する予定。体験利用を1ヶ月程度行い（毎週火曜日）その上で通所の利用を検討すること（トラブルなどがあった場合には通所を利用できない可能性もあることも含めて）を伝えている。利用が継続できるようであれば体験利用時と同じく毎週火曜日に通所を予定している。

⇒今回の様子、体験利用時の様子について主治医に情報提供を行っていく。

· 其田　淑子様　～本人から「デイケアに行きたい。」とデイナイトケアのスタッフに訴えている。

デイケアに行きたい理由について「デイナイトケアは拘束時間が長いから」と話している。9月の中旬には「私、青風荘に行きたいのよ。」という訴えが聞かれている。スタッフからは主治医に相談するように伝えている。

⇒スタッフの対応

現在までの経過の中で何度も上記のような訴えが見られているため経過を観察していく。

· 我満　奈津紀様～本人から「今、付き合っている彼氏が化粧するとオバＱみたいだ。と言われたか　

らメイクを教えてほしい。」と担当スタッフが相談を受けている。

今後の対応について

メンバーからの相談を受け、あまり奇抜な化粧にならないようにするためのプ

ログラムを検討していく。

<青山荘事例検討>

田名部　一樹様　　29歳　統合失調症　デイケア利用中

＜これまでの背景＞

高校生の時、イライラ感があり、家族に暴力行為あり。仙台の専門学校時代に不眠や幻聴が出現。その後、帰省し青南病院へ入院（Ｈ13.3.30）その後退院しＨ15.10.10青山荘へ入所。現在は、自宅から通所に通っている。（青山荘に席はある）

＜現在の状況＞

· 現在の通所率は90％前後、以前から変化は見られない。

· 特定のメンバーとの関係は維持できているが、他メンバーとの関係は弱い。

· 陽性症状の出現は見られないが、気分が入れない時（プログラムではあまり熱心に取り組む様子は見られない）がある。

· 便秘傾向があり、センナリド服用で調整を行っている。

· 面談時は必ず不安を表出させる。

1 家族（父や母）が死んだらどうやって生活していくか

2 加齢による健康についての不安（特に内臓疾患のことについて）

青山荘より情報提供

Ｈ18/10/10（火）に退所を予定しておりその時に担当スタッフが自宅で面談を行う。

Ｈ18/10/13（金）に主治医（猪股Ｄr）と家族と面談を行う予定。

Ｈ18/10/17（火）ケア会議を実施予定。

通所リハビリテーションスタッフからの質問

· 本人のバスの利用について　⇒自宅からデイケア（青山荘）までであれば可能。

今後の支援計画について（青山荘スタッフ）

リハビリテーションを含む日中の活動参加としてデイケアを引き続き週5日利用していく。

以前行っていた職親を行っていた事や休日外出がほとんどに自宅でゴロゴロと過ごしていることが多いと本人が話している為、青明舎の登録と利用を検討する。

休日の過ごし方（デイケアスタッフの情報）

本人の考え

あまり外出したくないが（同級生と会う為）、買い物には行きたい。

家族の考え

あまり一人では街に行かせたくない。（発病時、ゲームセンターに通いつめていた事があった為）

休日の過ごし方（青山荘スタッフからの情報）

自宅周辺であれば、コンビニに行ったり、ゲオ（ビデオ・ゲームショップ）に行ったりしていると話しており、たまにパチンコに行っているとの事。

金銭管理について

家族が年金を管理しており、家族からお小遣いとしてもらっている。あまった分のお小遣いを貯金しており２０万円ぐらいあると話している。（本人談）

青山荘での支援計画について（デイケアスタッフからの提案）

『欠席が３日以上続く場合はデイケアより青明舎へ連絡。青明舎は自宅に連絡し、家族、本人より話を聞く。』という部分があるが、デイケアの欠席については青明舎を挟まず、直接デイケアで行ったほうが良いのではないか。

⇒直接連絡を行ったが良いため支援計画の見直しを行う。（青山荘スタッフ）

本人の将来について

本人の就労の意志

本人に就労の意思を確認すると「まだ働きたくない。」と答えている。

以前行っていた職親（パセリ-奈）の事について

職親に3日間だけ行ったが、その後、職親についての話はない。

就労経験について

専門学校卒業後に1年のみアルバイトを行っていたが、それ以外の就労経験はない。

本人の将来についての結論

成功体験がほとんどないまま現在にいたっているため本人の自信のなさに繋がっているのではないだろうか？

本人に自立を促すために

· 何を持って自立とするかその基準を段階的に作成する。

今後、より具体的な段階について検討及び作成を行っていく。

